
傾 聴 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講 座

傾 聴 と は ?・・・
高齢者の方などにゆつ<りと寄り添い、話し手のさまざまな思いや言葉をあ
りのまま受け止めて「聴<」 ことにより喜びや悲しみを共感し、お互いが大切
な存在であるとの実感を持つことです。ぜひ、はじめてみませんか?

【曰  時】 令和 6年 7月 9日 (火)～7月 3③ 圏 (火 )
午後 1時 30分～ 3時 計4回
開 催 日 内  容

第 刊 回 7月  9日 (火 ) 「傾聴」
って何?

はなすこと、きくこと～助け含いのコミュニケーションの基本～

第 2回 7月  16日 (火) 「傾聴」活動
の約束事と練習

どうこたえますか? 喪失体験と受容 。共感の方法などを学ぶ

第 3回 `7月 23日 (りに)
死別体験～悲しみと共に生きる、グリーフ (悲嘆)ケア
新型コロすで家族を失つた反人から教えられたこと

第 4回 7月 30日 (火) 「 lι員聴」
の意義と課題～災害時の支援体験をふまえて

和楽園傾聴サークル「さくら会」の活動紹介など

【場  所】
【対 象 者】

【講  師】

尼崎市立老人福祉センター 和楽園
尼崎市内在住のおおむね60歳以上の人 先着 12人

西長洲荘・主任介護支援専門員 元北海道教育大学講師

繁鼻 賞蓬氏
無: 料  ※ 靴袋をご持参<ださしヽ。【受 講 料】

【申込方法】 令和 6年 6月 7日 (金)からご来園またはお電話|こて、
お申込み<ださい。※塁塁塁昼塑△菫鐘坐塑旦重重鍵

尼崎市立老人福祉センター和楽園
尼崎市東大物町1丁目1番 3号
■L/Fax(06)6488--2485
開園時間 午前 9時～午後 5時 30分
休 園 日 本曜日・祝日
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「空
襲
警
報
」
―
毎
日
、
突
然
大
声

を
上
げ
る
認
知
症
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い

る
。

「
兄
さ
ん
が
戦
死
し
た
、
奄
美
大

島
の
空
襲
は
怖
か

っ
た
、
平
和
が

一
番
」

と
、
戦
争
の
話
だ
と
繰
り
返
し
て
語
る
。

だ
が
、
戦
争
以
外
の
話
は
長
く
続
か
な

い
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
私
の
顔
は
す

ぐ
忘
れ
る
の
に
、
７０
年
以
上
前
の
戦
争

の
記
憶
は
消
え
な
い
。

私
の
亡
き
父
は
、
旧
満
州

（中
国
東

北
部
）
で
捕
虜
に
な
リ
シ
ベ
リ
ア
に
３

年
抑
留
さ
れ
た
。
戦
後
、
戦
争
体
験
を

語
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
記
憶
の
抑
圧
、

人
に
言
え
な
い
苦
し
み
か
ら
か
。
い
や
、

私
に
聴
く
耳
が
な
く
、
聴
く
心
を
示
さ

な
か

っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
数
年
、
介
護
の
担
当
を
し
て
い

る
方

々
に
戦
争

の
こ
と
を
聴

い
て
い

る
。
空
襲
の
中
を
洞
窟
に
逃
げ
て
助
か

っ
た
話

（沖
縄
）
、
横
に
い
た
兄
が
爆

風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
目
の
前
で
即
死
し

た
話

（サ
イ
バ
ン
島
）
、
原
爆
で
体
に

残
っ
た
ケ
ロ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
、
燃

え
さ
か
る
町
を
逃
げ
惑
っ
た
話

（広

島
）
、
生
き
残
っ
て
も
原
爆
症
で
苦
し

み
差
別
を
受
け
て
き
た
話

（長
崎
）
、

戦
後
の
物
不
足
で
子
育
て
が
戦
争
よ
り

苦
し
か

っ
た
と
い
う
話

（尼
崎
）
。

９９
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
は

「戦
争
の
こ

と
を
人
に
語

っ
た
の
は
初
め
て
。
息
子

に
も
話
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
。
な

ぜ
と
聞
く
と
、

「誰
か
ら
も
話
を
聞
か

せ
て
と
言
わ
れ
な
か

っ
た
」
と
。
こ
ち

ら
が
関
心
を
持
ち
聴
く
耳
が
あ
れ
ば
、

話
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
と
分
か

っ
た
。

語
る
こ
と
は
、
心
を
放

つ
こ
と
、
手

放
す
こ
と
。
気
持
ち
を
出
す
こ
と
で
、

心
が
少
し
楽
に
な
る
。
で
も
話
す
こ
と

は
、
安
心
し
て
聴
い
て
く
れ
る
人
が
い

な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
。
無
理
に
話
し

過
ぎ
た
り
、
不
適
切
な
聞
き
方
の
た
め

に
、
気
持
ち
の
混
乱
が
生
ま
れ
、
痛
み

が
深
ま
る
こ
と
も
あ
る
。

私
は
、
自
責
の
念
や
疲
れ
が
重
な
り
、

何
年
も
欝
で
寝
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

自
死
し
か
け
た
が
、
死
に
き
れ
な
か

っ

た
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
助
け

ら
れ
た
が
、
よ
り
助
け
に
な

っ
た
の
は
、

海
辺
の
自
然
に
触
れ
た
こ
と
と
、
自
助

グ
ル
ー
プ
に
通

っ
た
こ
と
だ

っ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を
抱
え
た
人
が
集

い
、
気
持
ち
を
分
か
ち
あ
う
。
自
分
は

一
人
で
は
な
い
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
、

心
の
拡
大
や
転
換
、
生
き
直
し

へ
の
機

会
に
な

っ
た
。

聴
く
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
援
助
に

な
る
。
し
か
し
、
傾
聴
は
、
始
ま
り
の

時
。
聴
く
こ
と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
、　
ヽ

粟野 真造

高
齢
者
支
援
の
傾
聴

聴
く
人
が
い
る
時
、
十占
し
み
が
や
わ
ら
ぎ
、
喜
び
は
増
す
。

高
齢
者
は
、
人
生
の
体
験
、
知
恵
、
教
訓
の
伝
え
手
。
認
知
症
の
人
も
。

戦
争
や
災
害
、
人
生
や
町
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
。

そ
の
体
験
の
語
り
が
、
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
、
人
の
つ
な
が
り
を
生
む
。

そ
れ
は
、
語
り
手
の
生
き
る
力
と
な
り
、
聴
く
人
や
地
域
を
常
か
に
す
る

暉

ル
る
′
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ヽ
，一

ミ地
域
づ
く
り

へ
も

つ
な
が

っ
て
ほ
し

い
。
い
つ
も
と
表
情
が
違
う
、
言
葉
に

力
が
な
い
、
そ
ん
な
気
付
き
を
感
じ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
介
護

・
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
脱
水
症
な
ど

体
の
異
変
の
早
期
発
見
に
も
な
る
。

聴
く
人
が
い
る
と
き
、
喜
び
は
増
し
、

苦
し
み
は
和
ら
ぐ
。高
齢
期
は
、
健
康
、

孤
独
、
死
の
不
安
が
身
近
に
な

っ
て
い

あ
わ
の

・
し
ん
ぞ
う
　
１
９
５
９
年

大
阪
市
生
ま
れ
。尼
崎
市
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
西
長
洲
荘
主
任
介
一華
轟
奎
】門
員
。
輌々
”の
社
会
相
柾
協
謬
貸
レ糧
携
し
、「傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
催
。
「浜

・
川

・
山
の
自
然
た
ん
け
ん
隊
」
事
務
局
長
も
務
め
る
。

く
。
戦
争
や
震
災
体
験
な
ど
、
今
ま
で

の
こ
と
を
思
い
返
し
、
人
生
の
意
味
を
・

考
え
直
す
。
そ
ん
な
と
き
、
声
か
け
、

笑
顔
、
傾
聴
が
、
つ
な
が
り
を

つ
く
り
、

生
き
る
支
え
に
な
る
。
傾
聴
の
中
で
の

人
生
の
語
り
は
、
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
、

聴
く
人
や
地
域
を
豊
か
に
も
す
る
。
傾

聴
を
通
じ
て
、
人
と
地
域
が
支
え
合
う

場
を

つ
く

っ
て
い
き
た
い
。

★傾聴講座や自然たんけん隊の資料を希望の方

はご連絡下さい。無料で郵送。粟野真造

awaumi22@wi.kualnetojp
p》θ び/`ζ θ`アタθ


